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観濤処の三大文字の右横にある

“おむすび形の丸い石"は、落ち

そ うで落ちない不思議な石ですt

若い書家 永根文峯の観濤処 と

かけて 落ちない石 ととく そつ

心は どちらも敢闘 (かんとう,し た

でしょう。

いまや、受験生が合格祈願 |こ 講れ

る願掛けの霊場となって1ヽ る
=

受験生 願掛けの穴場

「血の池」と地元の人が呼ぶ鸞まり

⑥意味 ◎意味
天の磐舟は大穴牟遅神、少名昆古

那神の二神が天津神の命で国土

を経営するため伊保山に降 り立

つた時の乗 り物との伝説がある。

全長約 2,7m、 幅約 1.4m、 高さ約

0.7m有 り。大きな6個の突起が

ついている。

発見場所は伊保山(112mlの 頂上附

近。 これは、竜山石製の「家影石棺

の壼Jなのです。6世紀の後半に製造

されたと推定されている.

※高砂市教育センターの中海に保存

(法中山谷川沿い)

竜山の頂上は、位田長兵衛のお

城 (館)があつた。すぐ西の方:こは、

当時の特が討ち死にしたとの言い伝えが

ある「血の池」の跡が残る。

ハイキングで登ったときには、

下界を見下ろして静かに戦国時

代を偲ぼう。

※魚崎構居の城主は嘉吉元年 (1441)に

は和木田兵庫介綱忠であつたが、その後

は天正六年 (15鴬 )には志方の属城とし

て放棄されるまでは位日長兵衛が構主で

あつた。

(日 本城郭大系12巻より)
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(高砂の文化財「美術編」より)
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③ 意味

竜山採石場は加古り|1本流であっ

た法華山谷川 (洗り||)の豊かな水

量に恵まれ石材の運搬に好都合

だった。

石積みに使用 される四角錐形の

石材で底面が表に出るように積

み,石垣,護岸 ,擁壁 (よ うヘ

き)な どに 日本では古 くから用

い られている

石垣用の間知石、基礎に使 う延
べ石等沢山の石が長い年月を懸

けてここか ら積み出 された。

④ 意味

神社の蔵か ら希代の画家曾我爺

自の名前が書かれた人馬の絵馬

が発見 された。伊保の真浄寺あ

た りを、今 も 「加茂条」 と呼ぶ

人があるが、加茂神社は、元は

この辺 りにあった と記録が残

る。 しか し、江戸時代初めの

1680年頃の 「加茂条Jの大火に

よ り賀茂神社は焼失 し、加茂山

(竜 山)の山麓に遷座 された。

形は駒札形で黒塗 りの枠縁で囲

まれた中に、馬 と人物が描かれ

ている。馬は黒一色であるが、

脚 には曾我爺 自の特色ある描法

が見 られ る。

〇意味
悠人の歴史の中に存在し続ける竜山

には、朝霧と太陽の光さを背景に黄金

色に輝きそそり立つ岩壁 (り平風岩)が

数多くある。

竜山は、春の山桜や秋にはウル

シ (ハゼの木)の紅葉が緑 と調和

し、遠景は絵にも描けない美 し

さとなる。 ハイキングでにぎ

わいを見せる山麓には紅葉が色

づき始めており、深まりゆく秋

が感 じられます。柿の実も加わ

り、特上クラスの彩 りを見せて

くれるでしょう。
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決せ越し(逆サイホンのイメージ図)

③ 意味 02意味

巨石を切 り出している砕石場

である竜山南東部の頂上に平 ら

な場所があり、そこに 「魚崎構

居跡」の碑が建っている。

この構居は戦国時代の神吉城の

出城で、城主は位 田長兵衛であ

つた。

ここからは、"パノラマ風景"

として、高砂・カロ古川等を一望

できる。 眼下には法華山谷川

や加古川が龍の姿を呈し播磨灘
へ流れるのが観望でき郷愁を誘

う場所でもある。

毎年 10月 の 3週目の土 ゛日曜日

に生石神社の秋季例祭が行われ

る。  祭りのメーンは“二基の

神輿練り"だ。黄色と赤の鉢巻き

を締め法被を着た若い衆が、大

穴牟遅神 (黄 )と 少名毘古那神

(赤)に分かれて練り合う様は、

浜手の祭 りにひけをとらない。

※神輿の宮入り、較欣衆の演技、量台の練り

合わせ、竹割り、神事としての お面掛

け、赤ばやし、遺御の儀、続いて神輿倉入

れ、和大蔵、竹割、獅子舞、宮出し、が摯

り行われる。

ほホ建対策).1

秋祭 り

01意味
魚崎村 今の伊保が干魃で疲弊

していた竜山の下に丼溝を掘っ

て、本の寛を沈め、村を救済し

た。  法華山谷り||の 下に石積

み、 トンネルをつくり導水する

逆サイフォン (伏せ越し)を利

用している。 この水利事業が

完成した後は、魚崎村・魚崎新

村とも豊かな水を確保すること

ができました。その後、村民達

は安政四年 (1857)に 、竜山のふ

もとに金時宗五郎・中村五郎右

衛F日の功績に感謝する律を立て

た。
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「竜山採石場」    神社側から見る

※よ～く見ると 人面・動物の顔が浮んで見える

(赤竜右)、 玉壇 (青竜石)
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一殿
一

石 の 宝 殿 研 究 会 (愛 称 :石 研 <ら 6)と は

高砂市民の宝である石の宝殿と竜出周辺史跡の

魅力を再発見し、高砂市内外にこれを伝承し、

広めてい<ことを本会の目的とする会です。

令和 2年度高砂市未来戦略推進事業


